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一
弥
部
長
と
協
定
書
を
交
換

し
た
。

　
20
大
学
を
代
表
し
て
あ
い

さ
つ
し
た
佐
々
木
学
長
は
、

本
学
卒
業
後
Ｕ
タ
ー
ン
し
て

成
功
を
収
め
た
京
都
府
出
身

の
卒
業
生
を
例
に
、「
京
都

の
よ
さ
は
離
れ
て
か
ら
分
か

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
２

０
１
８
年
３
月
の
卒
業
生
で

京
都
に
就
職
し
た
13
人
の
う

ち
出
身
者
は
１
人
で
12
人
は

Ｉ
タ
ー
ン
だ
。
今
後
、
京
都

府
出
身
は
も
ち
ろ
ん
府
外
出

身
者
に
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。
締
結

後
、
具
体
的
な
連
携
に
つ
い

て
意
見
を
交
換
し
た
。

　
11
月
14
日
に
は
高
知
県

と
、
12
月
14
日
に
は
愛
知
県

と
同
様
の
協
定
を
結
ん
で
お

り
、
本
学
の
就
職
支
援
協
定

の
自
治
体
は
30
（
29
府
県
１

市
）
と
な
っ
た
。

　
滋
賀
県
は
、
そ
の
中
央
に

県
土
の
約
６
分
の
１
を
占
め

る
日
本
最
大
の
湖
「
琵
琶

湖
」
を
抱
え
、
人
々
の
暮
ら

し
と
と
も
に
あ
る
琵
琶
湖
と

そ
の
周
囲
が
織
り
な
す
風
景

は
と
て
も
美
し
く
、
見
る
者

に
深
い
感
動
を
与
え
ま
す
。

　
ま
た
、
本
県
は
、
近
畿

圏
、
中
部
圏
、
北
陸
圏
の
３

つ
の
経
済
圏
の
結
節
点
に
位

置
し
、「
近
江
を
制
す
る
者

は
天
下
を
制
す
る
」
と
い
わ

れ
、
多
く
の
歴
史
的
な
舞
台

と
な
り
、
古
く
か
ら
交
通
の

要
衝
と
し
て
繁
栄
し
て
き
ま

し
た
。

　
現
在
で
は
、
こ
の
地
理
的

優
位
性
と
高
速
道
路
や
新
幹

線
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
に
よ
っ
て
、
世
界
で
競

争
す
る
自
動
車
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
水
環
境
分
野
の
モ
ノ
づ

く
り
企
業
や
、
高
い
技
術
力

を
生
か
し
て
新
し
い
製
品
づ

く
り
に
取
り
組
む
地
場
産
業

な
ど
、
日
本
全
国
、
そ
し
て

世
界
各
国
へ
展
開
す
る
内
陸

工
業
県
と
し
て
発
展
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
、

地
の
利
と
豊
か
な
環
境
に
よ

り
、
長
寿
で
若
者
の
多
い
元

気
な
県
と
し
て
全
国
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
こ
の
よ
う
な
滋
賀
県
と
専

修
大
学
は
歴
史
的
に
深
い
つ

な
が
り
が
あ
り
、
専
修
大
学

の
４
人
の
創
立
者
の
う
ち
、

相
馬
永
胤
先
生
は
本
県
彦
根

藩
の
ご
出
身
、
目
賀
田
種
太

郎
先
生
は
先
祖
（
戦
国
時
代

・
目
賀
田
城
主
）
ゆ
か
り
の

地
、
本
県
愛
荘
町
の
発
展
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ご
縁
を
大
切
に

し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
本

年
３
月
に
は
本
県
と
専
修
大

学
と
の
間
で
、
就
職
支
援
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
活
躍
の
場
と
な

る
県
内
企
業
の
情
報
は
、
本

県
就
労
支
援
機
関
「
お
う
み

若
者
未
来
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
や
企
業
情
報
サ
イ
ト

「
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
し
が
」、
公
式

ツ
イ
ッ
タ
ー
「
働
く
な
ら
滋

賀
」
で
お
届
け
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
東
京
・
有
楽
町

の
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
内
の
移
住
相
談
窓
口

「
し
が
Ｉ
Ｊ
Ｕ
相
談
セ
ン
タ

ー
」
や
、
日
本
橋
に
開
設
し

た
滋
賀
の
魅
力
を
体
感
い
た

だ
け
る
情
報
発
信
拠
点
「
こ

こ
滋
賀
」
も
併
せ
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
が
大
学
で
培
わ
れ

た
専
門
性
や
能
力
を
滋
賀
で

活い

か
し
て
い
た
だ
き
、
私
た

ち
と
一
緒
に
滋
賀
の
未
来
を

創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！
　
と
も

に
！

【おうみ若者未来サポートセンター】http://www.shiga-yjob.com/

【企業情報サイト「WORKしが」】https://www.workshiga.com/

滋
賀
を
成
長
と
活
躍
の
舞
台
に
！

滋賀県知事

　外国語能力の明らかな上昇を実感し

た体験がある。外国人美女との恋愛に

よって、ではない。肉屋での、必死の

交渉によってである。オランダ留学

中、ラーメンを自作することにした時

のことである。

　小麦粉を

捏
こ

ねて延ば

して切れば麺は完成。メンマ材料のバ

ンブースライス、干し椎茸、ソイソー

ス（醤油）は各地にある中華食材店で

購入可能。チャーシュー、煮卵の材料

はスーパーで買える。問題は、スープ

をとるための豚骨と背脂。オランダの

肉屋にとっては廃棄すべきものを求め

ているという意思を、拙
つたな

い外国語でど

う伝えられるか。

　「豚の太腿のボーンをくれ」と言っ

てみた。「ああ？　う、うん。ごめ

ん。うちは、八百屋ではなくて、肉屋

なんだ…」。ボーンという音は、英語

では骨を意味するが、オランダ語では

豆（ビーン）を意味する。「なんで、

この変な東洋人は、肉屋に豆を買いに

来たんだ？」という反応である。訳の

分からない変な外国人に早く帰ってほ

しいと思って視線が泳ぎまくりの店主

と、必死の意思疎通を試みること十数

分。どうにかこうにか豚骨と背脂も

ゲットでき

た。嫌な汗

をかきながらのこの会話こそが、私の

言語能力を一段上げ、そしてまた外国

語会話に対するハードルを一段下げた

ことは間違いない。

　「必要は発明の母」と言う。外国語

学習にとっても、切実な必要こそが母

であることに変わりはない。それが、

恋愛なのか、豚骨なのか、それとも別

物なのか、それは人それぞれなのだろ

うが。（担当は日本政治思想史）

※短縮版。全文はＣＡＬＬ教室ホーム

ページで。
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必要は外国語学習の母

菅原　光　法学部教授

オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
市

の
門（
ゼ
イ
ル
ポ
ー
ル
ト
）

就
職
課
か
ら

　〈
４
年
次
生
へ
〉
就
職
活

動
継
続
中
の
皆
さ
ん
、
就
職

課
を
利
用
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？
　
就
職
課
に
は
、

経
験
豊
富
な
職
員
に
加
え
、

専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す

る
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

も
常
駐
し
て
お
り
、
皆
さ
ん

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。

　
採
用
活
動
を
継
続
し
て
い

る
企
業
は
多
く
、
11
月
だ
け

で
も
２
４
０
０
件
を
超
え
る

求
人
票
が
大
学
に
届
い
て
い

ま
す
。
就
職
課
は
皆
さ
ん
の

サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。
さ
さ
い

な
質
問
と
気
に
せ
ず
に
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　〈
３
年
次
生
へ
〉
12
月
か

ら
企
業
研
究
講
座
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
各
業
界
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

の
社
員
が
、
学
内
で
業
界
の

概
要
や
将
来
の
展
望
な
ど
を

話
し
て
く
れ
ま
す
。
年
明
け

２
月
に
も
実
施
し
ま
す
の

で
、
積
極
的
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
学
内
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
相

談
会
は
、
社
会
で
活
躍
し
て

い
る
卒
業
生
が
来
校
し
、
自

社
の
魅
力
や
働
き
が
い
な
ど

を
話
し
て
く
れ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。
こ
の
時
期
か
ら
は

実
践
的
に
行
動
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
就
職
活
動
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
確
認
し
、
社
会

人
と
話
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
た
ち
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
使
っ
た
も
の
づ
く

り
の
面
白
さ
を
体
験
し
て
も

ら
お
う
と
、
情
報
科
学
研
究

所
（
関
根

純
所
長
）

の
公
開
講

座
「
Ｉ
Ｔ

×
も
の
づ

く

り

入

門
」
が
11

月
３
日
、

生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で

あ
っ
た
。

親
子
連
れ

ら
約
30
人

が
デ
ジ
タ

ル
灯
ろ
う

の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ

に
挑
戦
し

た

写

真
。

　
飯
田
周
作
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
教
授
が
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
に
つ
い
て
解
説
。
参

加
者
は
３
色
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
を
使
っ

て
、
色
を
変
化
さ
せ
た
り
、

点
滅
さ
せ
る
た
め
の
コ
マ
ン

ド
を
書
き
込
ん
だ
り
し
て
い

た
。
悩
ん
で
い
る
子
に
は
、

サ
ポ
ー
ト
役
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
情
報
学
部
生
４
人
が
声
を

か
け
、
３
時
間
以
上
か
け
て

思
い
思
い
の
作
品
を
完
成
さ

せ
た
。

　
最
後
は
会
場
の
明
か
り
を

消
し
、
全
員
の
デ
ジ
タ
ル
灯

ろ
う
を
観
賞
。
赤
や
黄
色
な

ど
の
光
が
瞬
く
と
、
子
ど
も

た
ち
は
歓
声
を
上
げ
た
。

　
小
学
４
年
生
の
男
児
は

「
初
め
て
の
挑
戦
で
、
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
入
力
が
難
し

か
っ
た
け
ど
、
思
い
通
り
の

色
が
つ
い
て
感
動
し
た
。
家

で
も
や
っ
て
み
た
い
」
と
笑

顔
で
話
し
た
。

「
Ｉ
Ｔ 

× 

も
の
づ
く
り
入
門
」

親
子
連
れ
が
面
白
さ
体
験

京
都
府
の
締
結
式
。
中
央
が
佐
々
木
学
長

　
専
修
大
学
は
11
月
26
日
に

京
都
府
と
就
職
支
援
協
定
を

結
ん
だ
。

　
学
生
、
保
護
者
に
京
都
府

内
の
産
業
や
企
業
の
魅
力
を

発
信
し
合
同
説
明
会
の
開
催

な
ど
に
よ
る
Ｕ
Ⅰ
Ｊ
タ
ー
ン

就
職
促
進
、
府
内
企
業
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
情
報
提
供
や
受
け

入
れ
な
ど
で
連
携
・

協
力
を
深
め
る
。

　
京
都
市
の
京
都
府

公
館
で
行
わ
れ
た
締

結
式
は
、
近
畿
圏

８
、
首
都
圏
12
の
計

20
大
学
・
短
期
大
学

と
の
合
同
締
結
式
と

な
っ
た
。
本
学
か
ら

佐
々
木
重
人
学
長
が

出
席
。
京
都
府
商
工

労
働
観
光
部
の
鈴
木

京
都
府
と
就
職
支
援
協
定

高
知
・
愛
知
も 

締
結
30
自
治
体
に

高
知
県
で
の
締
結
式
。
佐
々
木
学
長

（
右
）と
尾
崎
高
知
県
知
事

　
本
学
は
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職

を
考
え
る
学
生
に
向
け
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
設
け
地
方

の
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

11
月
21
日
は
山
梨
県
で
働
く

魅
力
を
伝
え
る
「
や
ま
な
し

カ
フ
ェ
」
を
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
。
同
県
の
柵
木
環

副
知
事
と
山
梨
放
送
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
村
上
幸
政
さ
ん

（
平
26
文
）
が
対
談
し
、
山

ど
を
語
っ
た
。
参
加
し
た
学

生
は
、
山
梨
特
産
ス
イ
ー
ツ

を
味
わ
い
な
が
ら
、
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
中
国
出
身
の
車
花
子
さ
ん

（
院
文
博
１
）
は
「
会
場
に

来
る
ま
で
山
梨
の
こ
と
は
知

ら
な
か
っ
た
が
、
話
を
聞
い

て
、
豊
か
な
自
然
の
な
か
で

働
い
て
み
た
い
と
思
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
た
。

梨
で
働
き
暮
ら
す
こ
と
の
魅

力
を
伝
え
た

写
真
。

　
柵
木
副
知
事
は
山
梨
の
食

や
住
、
自
然
環
境
や
働
き

や
す
さ
を
紹
介
。「
就
職
活

動
で
情
報
に
勝
る
も
の
は
な

い
。
積
極
的
に
情
報
を
集
め

て
」
と
述
べ
た
。

　
茨
城
県
出
身
の
村

上
さ
ん
は
自
身
の
就

職
活
動
を
振
り
返
り

つ
つ
「
就
職
し
て
か

ら
楽
し
い
こ
と
と
同

じ
く
ら
い
つ
ら
い
こ

と
も
あ
る
。
そ
れ
な

ら
自
分
の
好
き
な
道

を
選
ん
だ
ほ
う
が
い

い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。

　
ま
た
、
同
県
に
Ｕ

タ
ー
ン
就
職
し
た
先

輩
ら
が
仕
事
内
容
や

休
日
の
過
ご
し
方
な

山
梨
県
で
働
く

　 

魅
力
伝
え
る

やまなし
  カフェ


